
ATtiny1607 Curiosity Nano
ATtiny1607 Curiosity Nano ハードウェア使用者の手引き

本書は一般の方々の便宜のため有志により作成されたもので、Microchip社とは無関係であることを御承知ください。しおりの[は
じめに]での内容にご注意ください。

© 2019 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS50002897B/J3 - 1頁

序文

ATtiny1607 Curiosity Nano評価ｷｯﾄはATtiny1607ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ(MCU)を評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

Atmel Studio/Microchip MPLAB® X統合開発環境(IDE:Integrated Development Environment)によって支援され、ｷｯ
ﾄは独自設計へﾃﾞﾊﾞｲｽをどう統合するかを調査するためにATtiny1607の機能への容易なｱｸｾｽを提供します。

Curiosity Nano系列の評価ｷｯﾄは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含みます。ATtiny1607を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするのに外部ﾂｰﾙが必要
ありません。
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1. 序説

1.1. 特徴

・ ATtiny1607-MNRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
・ 1つの黄色の使用者LED
・ 1つの機械的な使用者切替器
・ 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
 - Atmel Studio/Microchip PLAB® X IDEでの基板識別
 - 1つの緑色の電力と状態のLED
 - 書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
 - 仮想COMﾎﾟｰﾄ (CDC)
 - 2つの論理分析部ﾁｬﾈﾙ (DGI GPIO)
・ USB給電
・ 調整可能な目的対象電圧
 - 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって制御されるMIC5353 LDO調整器
 - (USB入力電圧によって制限される)1.8～5.1Vの出力電圧
 - (周囲温度と出力電圧によって制限される)500mA最大出力電流

1.2. ｷｯﾄ概要

Microchip ATtiny1607 Curiosity Nano評価ｷｯﾄはATtiny1607ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを評価するﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

図1-1. ATtiny1607 Curiosity Nano評価ｷｯﾄ概要

ATtiny1607
MCUﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

電源/状態
LED

ﾏｲｸﾛUSB
ｺﾈｸﾀ

使用者LED
(LED0)

使用者切替器
(SW0)

2. 開始に際して

2.1. Curiosity Nano即時開始

Curiosity Nano基盤の探索を開始するための段階

 1. Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

 2. Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEを開始してください。

 3. 任意選択: ﾄﾞﾗｲﾊﾞと例を生成するのにAtmel STARTを使ってください。

 4. あなたの応用ｺｰﾄﾞを書いてください。

 5. PCとｷｯﾄ上のDEBUG USBﾎﾟｰﾄ間にUSBｹ-ﾌﾞﾙ(標準A-ﾏｲｸﾛBまたはﾏｲｸﾛAB)を接続してください。

Curiosity Nanoが初めてｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されると、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱ ｲﾝｽﾄ-ﾙを実行します。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ﾌｧｲﾙはMicr 
osoft® Windows® XP、Windows Vista®、Windows 7、Windows 8、Windows 10の32と64の両ﾋﾞｯﾄ版を支援します。ｷｯﾄ用のﾄﾞﾗｲﾊﾞはAt 
mel Studio/Microchip MPLAB® X IDEに含まれます。

一旦Curiosity Nano基板が給電されると、緑の状態LEDが点灯し、Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEは接続されたCuriosity 
Nano基板を自動検出します。Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEはﾃﾞｰﾀｼｰﾄとｷｯﾄ資料のような関連情報を提供します。ATtin 
y1607ﾃﾞﾊﾞｲｽは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって書かれてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞされ、従って外部書き込み器やﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのﾂｰﾙが全く必要とされません。

2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はATtiny1607 Curiosity Nanoに最も関連する資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

・ MPLAB® X IDE - MPLAB® X IDEはMicrochipﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号制御器用応用を開発するためのPC(Windows®、Max 
OS®、Linux®)で動くｿﾌﾄｳｪｱ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。これは組み込みﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用ｺｰﾄﾞを開発するための単一”環境”
を提供するため、統合開発環境(IDE:Integrated Development Environment)と呼ばれます。

https://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide
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・ Atmel Studio - ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞの開発用無料IDE 

・ AVR®用IAR Embedded Workbench® - これは8ﾋﾞｯﾄAVRに利用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。30日評価版だけでなくそれらのｳｪ
ﾌﾞｻｲﾄから入手可能な4Kﾊﾞｲﾄ ｺｰﾄﾞ量制限始動版もあります。

・ Atmel START - Atmel STARTは使い易く最適化された規則でｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を選んで構成設定して組み込み応用を誂えて使
用者を助けるｵﾝﾗｲﾝ ﾂｰﾙです。

・ Microchip試供品店 - ﾃﾞﾊﾞｲｽの試供品を注文することができるMicrochip試供品店です。

・ Data Visualizer - ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器はCuriosity 
NanoとXplained Proの基板で見つかるEDBGﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀ-ﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)とCOMﾎﾟｰﾄ
のような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受け取ることができます。

・ ATtiny1607 Curiosity Nanoｳｪﾌﾞｻｲﾄ - ｷｯﾄ情報、最新使用者の手引き、設計資料

・ Microchip直販でのATtiny1607 Curiosity Nano - Microchip直販でこのｷｯﾄを購入

3. Curiosity Nano
Curiosity Nanoはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの入出力の殆どへのｱｸｾｽを持つ小さな基板の組を提供する評価基盤です。この基盤は関連使用
者の手引き、応用記述、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、ｺｰﾄﾞ例を提供するためにAtmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEと統合された少ﾋﾟﾝ数ﾏｲｸﾛ ｺﾝ
ﾄﾛｰﾗ(MCU)の系列から成ります。この基盤はﾎｽﾄPCとのｼﾘｱﾙ通信用の仮想COMﾎﾟｰﾄ(CDC)とﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data 
Gateway Interface)GPIOが特徴です。

3.1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

ATtiny1607 Curiosity Nanoは書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含みます。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは以下のいくつかのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、ﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞ、大容量記録装置、交換器、仮想COMﾎﾟｰﾄ(CDC)の複合USB装置です。

Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEと共に基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはATtiny1607の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをすることができます。

ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れを可視化するためにｺｰﾄﾞ計装用論理分析部ﾁｬﾈﾙで使うの
に利用可能です。DGI GPIOはﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を使って図表化することができます。

仮想COMﾎﾟｰﾄ(CDC)はATtiny1607の万能非同期送受信部(UART:Universal Asynchronous Receiver/Transmitter)に接続され、端
末ｿﾌﾄｳｪｱを通して目的対象応用と通信する容易な方法を提供します。

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはATtiny1607 Curiosity Nano上の(PSと記された)1つの電力と状態のLEDを制御します。下表は各種動作形態でLED
がどう制御されるかを示します。

表3-1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞLED制御

動作形態 状態LED

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 電源投入の間、1HzでLED点滅

電源投入 LEDはON

標準動作 LEDはON

書き込み 活動表示。書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの間、LEDはゆっくり瞬間点灯

障害 電力障害が検出された場合にLEDは高速瞬間点灯

休止/OFF LEDはOFF。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは休止動作か電力断のどちらか。これはｷｯﾄが外部給電される場合に起き得ます。

3.1.1. 仮想COMﾎﾟｰﾄ (CDC)

仮想COMﾎﾟｰﾄ(CDC)はﾎｽﾄPCと目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ間の汎用ｼﾘｱﾙ ﾌﾞﾘｯｼﾞです。

3.1.1.1. 概要

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾎｽﾄで仮想COMﾎﾟｰﾄとして現れる標準通信装置ｸﾗｽ(CDC:Communications Device Class)を含む複合USB装置で
す。CDCはﾎｽﾄと目的対象間の両方向で任意ﾃﾞｰﾀを流すのに使うことができ、ﾎｽﾄから送られた全ての文字はCDC TXﾋﾟﾝでUART
を通して送られ、CRC RXﾋﾟﾝに送られたUART文字は仮想COMﾎﾟｰﾄを通してﾎｽﾄに送り返されます。

Windows機ではCDCがCuriosity仮想COMﾎﾟｰﾄとして列挙(接続認識)され、Windowsﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬのﾎﾟｰﾄ部分に現れます。COM
ﾎﾟｰﾄ番号はそこで見つけることができます。

Linux機ではCDCが/dev/ttyACM#として列挙(接続認識)されて現れます。

MAC機ではCDCが/dev/tty.usbmodem#として列挙(接続認識)されて現れます。どの端末ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが使われるかに依存して、usbmod 
em#として利用可能なﾓﾃﾞﾑの一覧で現れます。

情報: 古いWindowsｼｽﾃﾑではCDCに対してUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞが必要とされます。このﾄﾞﾗｲﾊﾞはMPLAB X IDEとAtmel Studioのｲﾝｽ
ﾄｰﾙに含まれます。

https://www.microchip.com/start
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR
https://www.microchip.com/samples/default.aspx
https://www.microchip.com/mplab/avr-support/data-visualizer
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=DM080103
https://www.microchip.com/mplab/avr-support/data-visualizer
http://www.microchipdirect.com/ProductSearch.aspx?Keywords=DM080103
https://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7
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3.1.1.2. 制限

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞCDCでは全てのUART機能が実装される訳ではありません。制限は以下のようにここで概説されます。

・ ﾎﾞｰﾚｰﾄ: 1200bps～500kbpsの範囲でなければなりません。この範囲外のどのﾎﾞｰﾚｰﾄも警告なしに最も近い限度に設定されます。
ﾎﾞｰﾚｰﾄは実行中に変えることができます。

・ 文字形式: 8ﾋﾞｯﾄ文字だけが支援されます。

・ ﾊﾟﾘﾃｨ: 奇数、偶数、なしにすることができます。

・ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ流れ制御: 支援なし

・ 停止ﾋﾞｯﾄ: 1または2のﾋﾞｯﾄが支援されます。

3.1.1.3. 合図

USB列挙(接続認識)の間、ﾎｽﾄOSはCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの通信とﾃﾞｰﾀの両ﾊﾟｲﾌﾟを開始します。この時点で、CDCのﾎﾞｰﾚｰﾄと他のUAR 
Tﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定して読み戻すことが可能ですが、ﾃﾞｰﾀの送出と受け取りは許可されません。

ﾎｽﾄで端末が接続される時にDTR信号が活性にされなければなりません。これはﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ上のﾊｰﾄﾞｳｪｱではなく、USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで
実装される仮想制御信号です。ﾎｽﾄからのDTR活性化は基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞにCDC作業が活性であることを示し、(利用可能ならば)それ
の水準移動器を許可してCDCﾃﾞｰﾀの送受信機構を開始します。

DTR信号の不活性化は水準移動器を禁止にしませんが、受信部を禁止し、故に更なるﾃﾞｰﾀはﾎｽﾄへ流されません。目的対象へ送
るため既に待ち行列化されたﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｹｯﾄは送出を続けますが、更なるﾃﾞｰﾀは全く受け入れられません。

留意: 端末模倣部をDTR信号有効に設定してください。それなしでは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがそれのUARTを通してどのﾃﾞｰﾀの送
信も受信もしません。

助言: 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されてﾃﾞｰﾀがﾎｽﾄから目的対象へ送られるまでCDC TXﾋﾟﾝを駆動しません。
更にCDC TX線には外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗がありません。ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞ異常などのような予測不能な動きに帰着するどんな不具
合も避けるため、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽはCDC TX線で内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可すべきです。

3.1.1.4. 高度な使い方

CDC置き換え動作

標準動作では、基板上のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾎｽﾄとﾃﾞﾊﾞｲｽ間の真のUARTﾌﾞﾘｯｼﾞです。けれども、或る使用事例下で、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは基本
動作形態を置き換えて他の目的のためにCDCﾋﾟﾝを使います。

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの大容量記憶ﾄﾞﾗｲﾌﾞへ(拡張子.txtを持つ)文書ﾌｧｲﾙを引き摺ることはCDC TXﾋﾟﾝの出力に文字を送るのに使うこと
ができます。文章ﾌｧｲﾙは次のような文字で始まらなければなりません。

 CMD:SEND_UART=

最大ﾒｯｾｰｼﾞ長は50文字で、枠内の全ての残りﾃﾞｰﾀは無視されます。

この動作で使われる既定ﾎﾞｰﾚｰﾄは9600bpsですが、CDCが既に活性、または構成設定されている場合、以前に使われたﾎﾞｰﾚｰﾄが
未だ適用されます。

USB段階のﾌﾚｰﾑの考慮

ﾎｽﾄからCDCへ送るﾃﾞｰﾀはﾊﾞｲﾄ単位、または64ﾊﾞｲﾄUSBﾌﾚｰﾑ内に切り分けられる塊で行うことができます。このような各々のﾌﾚｰﾑ
はCDC TXﾋﾟﾝへ送るために待ち行列にされます。ﾌﾚｰﾑ毎に少量のﾃﾞｰﾀを転送することは、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがﾊﾞｲﾄではなくﾌﾚｰﾑを
緩衝するため、特に低ﾎﾞｰﾚｰﾄで非効率になり得ます。最大4×64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑを何時でも活性にすることができ、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはそ
れによってやって来るﾌﾚｰﾑを調整します。ﾃﾞｰﾀを含む完全な64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑの送信が最も効率的です。

目的対象からﾃﾞｰﾀを受け取る時に、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはやって来るﾊﾞｲﾄを64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑ内へ列にし、それはそれらが満たされた時にﾎ
ｽﾄへ送るためにUSB待ち行列に送られます。不完全なﾌﾚｰﾑも概ね100ms間隔でUSB待ち行列へ押し込まれ、USBﾌﾚｰﾑ開始通票
によって起動されます。何時でも最大8×64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑを活性にすることができます。ﾎｽﾄまたはそれ上で走行しているｿﾌﾄｳｪｱが充
分速くﾃﾞｰﾀを受け取ることに失敗した場合、ｵｰﾊﾞｰﾗﾝが発生します。これが起きると、USB待ち行列に送られつつあるものに代わっ
て最後に満たされた緩衝部ﾌﾚｰﾑが再使用され、完全なﾌﾚｰﾑ ﾃﾞｰﾀが失われます。この発生を防ぐため、使用者はCDCﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｲﾌﾟ
が継続的に読まれることを保証するか、またはやって来るﾃﾞｰﾀ速度が減らされなければなりません。

3.1.2. 大容量記憶ﾃﾞｨｽｸ

目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを書く簡単な方法は.hexﾌｧｲﾙにﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟを使うことです。

3.1.2.1. 大容量記憶装置

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは部分的にFAT12それ自身の特質とそれの組み込み応用に対する目的を満たすための最適化のため、いくつかの
制限を持つ高く最適化されたFAT12ﾌｧｲﾙ ｼｽﾃﾑの変種を実装します。

CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞは大容量記憶装置としてUSB第9節適合ですが、汎用大容量記憶装置で期待するものを多少なりとも満たしませ
ん。この動きは意図的です。

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはWindowsのﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬのﾃﾞｨｽｸ部分で見つけることができるCuriosity Nano USB装置として列挙(認識)されま
す。CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞはﾌｧｲﾙ ﾏﾈｰｼﾞｬに現れ、ｼｽﾃﾑで次に利用可能なﾄﾞﾗｲﾌﾞ文字を獲得します。
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CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞは概ね1Mﾊﾞｲﾄの空き空間を含みます。これは決して目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの大きさを反映しません。hex
ﾌｧｲﾙ書き込み時、大きな付随負荷を与える付加ﾃﾞｰﾀを持つASCIIで符号化され、故に1Mﾊﾞｲﾄはﾃﾞｨｽｸの大きさ用に適当に選ばれ
た値です。

CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞをﾌｫｰﾏｯﾄすることは不能です。目的対象へのﾌｧｲﾙ書き込み時、ﾌｧｲﾙ名がﾃﾞｨｽｸ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ一覧に現れます。これ
は単にｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼﾝｽﾃﾑのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示にすぎず、現実には更新されません。ﾌｧｲﾙ内容を読み出すことは不能です。ｷｯﾄを取り
外して再接続すると、ﾌｧｲﾙ ｼｽﾃﾑを元の状態に戻しますが、目的対象は未だ直前に書かれた応用を含みます。

目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを消去するにはﾃﾞｨｽｸに”CMD:ERASE”で始まる文字ﾌｧｲﾙを複写してください。

既定でCURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞはｱｲｺﾝ生成だけでなく、状態と更なる情報へのﾘﾝｸを報告するための以下のようないくつかの読み込み専
用ﾌｧｲﾙを含みます。

 ・ AUTORUN.ICO - Microchipﾛｺﾞ用ｱｲｺﾝ ﾌｧｲﾙ

 ・ AUTORUN.INF - ｱｲｺﾝ ﾌｧｲﾙを表示するためにWindowsのｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗに対して必要とされるｼｽﾃﾑ ﾌｧｲﾙ

 ・ KIT-INFO.HTM - 開発基板ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄへの向け直し

 ・ KIT-INFO.TXT - ｷｯﾄ ﾌｧｰﾑｳｪｱ、名称、通番、ﾃﾞﾊﾞｲｽについての詳細を含む文字ﾌｧｲﾙ

 ・ STATUS.TXT - 基板の書き込み状態を含む文字ﾌｧｲﾙ

情報: STATUS.TXTが基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって動的に更新されると、その内容がOSによってｷｬｯｼｭされ、従って正しい状態を
反映しないかもしれません。

3.1.2.2. ﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ

ﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ (AVR® MCU目的対象)

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾋｭｰｽﾞ書き込み時にどのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄまたは組み合わせも遮蔽しません。専用のUPDIﾋﾟﾝでﾃﾞﾊﾞｲｽ上のﾋｭｰｽﾞ設定によって
統一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(UPDI:Unified Program and Debug Interface)を禁止することはできません。共用/構成設定可能な
UPDIﾋﾟﾝを持つﾃﾞﾊﾞｲｽについては、書き込み動作でのﾋｭｰｽﾞ設定によって、またはﾒﾓﾘ割り当てﾋｭｰｽﾞ値を変更するためにI/O表示
部やﾒﾓﾘ表示部を使うことによってのどちらかでUPDIに対する代替ﾋﾟﾝ機能を選ばないことを保証してしてください。UPDI禁止はﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞを目的対象接続不能にし、その場合は外部書き込み器の12V UPDI活性化機能が必要とされます。

3.2. Curiosity Nano標準ﾋﾟﾝ配列

Curiosity Nanoｷｯﾄ上のUSBｺﾈｸﾀに最も近い12端子の端ｺﾈｸﾀは標
準化したﾋﾟﾝ配列を持ちます。書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾋﾟﾝは下の表と図で
示されるように目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに応じて異なる機能を持ちます。

図3-1. Curiosity Nano標準ﾋﾟﾝ配列
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表3-2. Curiosity Nano標準ﾋﾟﾝ配列

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ信号 説明UPDI目的対象

ID - 拡張用ID線

CDC TX UART RX USB CDC TX線

CDC RX UART TX USB CDC RX線

DBG0 UPDI ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾃﾞｰﾀ線

DBG1 GPIO1 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｸﾛｯｸ線/DGI GPIO

DBG2 GPIO0 DGI GPIO

DBG3 RESET ﾘｾｯﾄ線

N.C. - 接続なし

VBUS - 外部使い用VBUS電圧

VOFF - 電圧OFF入力

VTG - 目的対象電圧

GND - 共通接地

3.3. 電源

ｷｯﾄはUSBﾎﾟｰﾄを通して給電され、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用の3.3Vを生成するためと目的対象用の調節可能な調整器の2つの調整器を含みます。
USBｺﾈｸﾀからの電圧は(USB仕様に従って)4.4～5.25V間で変わり得て、目的対象への最大電圧を制限します。次図はATtiny1607 
Curiosity Nano上の電源ｼｽﾃﾑ全体を示します。
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図3-2. 電源部構成図
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3.3.1. 目的対象調整器

目的対象電圧調整器はMIC5353可変出力LDOです。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはMIC5353の帰還電圧を操作することによってｷｯﾄの目的対象
部分へ供給する電圧出力を調節することができます。このﾊｰﾄﾞｳｪｱ実装は概ね1.7～5.1Vの電圧範囲に制限されます。出力電圧が
ATtiny1607ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾊｰﾄﾞｳｪｱ限度を決して超えないことを保証するた
めにﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱで付加的な出力電圧制限が構成設定されます。
ATtiny1607 Curiosity Nanoの基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞで構成設定される電圧制限は1.8
～5.1Vです。

MIC5353は500mAの最大負荷電流を支援します。これは小さな印刷回路基板
(PCB:Printed Circuit Board)上に配置された小さな外囲器のLDO調整器で、
500mAより低い負荷で温度遮断条件に達するかもしれません。最大電流負荷
は入力電圧、選んだ出力電圧、周囲温度に依存します。右図は5.1Vの入力電
圧と23℃の周囲温度での調整器に対する安全動作領域を示します。

情報: 目的対象電圧は製品で3.3Vに設定されます。MPLAB X IDEﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨとAtmel Studioﾃﾞﾊﾞｲｽ書き込みﾀﾞｲｱﾛｸﾞを通して変
更することができます。例え電力OFF/ONを通しても、目的対象
電圧へのどの変更も持続します。

図3-3. 目的対象調整器安全動作領域
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3.3.2. 外部供給

ATtiny1607 Curiosity Nanoは基板上の目的対象調整器の代わりに外部電圧によって給電することができます。電圧OFF(VOFF)ﾋﾟﾝ
が接地(GND)に短絡されると、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱは目的対象調整器を禁止し、VTGﾋﾟﾝに外部電圧を印加しても安全です。

警告 GNDへのVOFF短絡なしでのVTGﾋﾟﾝへの外部電圧印加はｷｯﾄを恒久的な損傷にさせるかもしれません。

警告
基板上の水準変換器に対する絶対最大外部電圧は5.5Vで、ATtiny1607の標準動作条件は1.8～5.5Vです。より高い電
圧の印加はｷｯﾄを恒久的な損傷にさせるかもしれません。

書き込み、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ、ﾃﾞｰﾀ流しは外部電力で未だ可能で、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞと水準変換器はUSBｹｰﾌﾞﾙから給電されます。両調整器、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、
水準変換器はUSBｹｰﾌﾞﾙが取り去られると電力断にされます。

3.3.3. VBUS出力ﾋﾟﾝ

ATtiny1607 Curiosity Nanoは5V供給が必要な外部部
品に給電するのに使うことができるVBUS出力ﾋﾟﾝを持ち
ます。VBUS出力ﾋﾟﾝは回路短絡に対してUSBを保護す
るためにPTCﾋｭｰｽﾞを持ちます。PTCﾋｭｰｽﾞの副作用は
より高い電流負荷でのVBUS出力電圧降下です。右図
は電圧対VBUS出力の電流負荷を示します。

図3-4. VBUS出力電圧対電流
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3.4. 目的対象電流測定

ATtiny1607への電力はｼﾙｸ ｽｸﾘｰﾝ(J101)で”POWER”と記された目的対象電力切断帯の100 
milﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを通して基板電源とVTGﾋﾟﾝから接続されます。ATtiny1607と基板へ接続された他
の周辺機能の電力消費を測定するには目的対象電力切断帯を切断して切断帯を渡して電流
計を接続してください。

図3-5. 目的対象電力接続点

目的対象電力接続点（表側）

助言: 100milﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞは電流計の容易な接続のために目的対象電力切断帯(J101)配置
ﾊﾟﾀｰﾝに半田付けすることができます。電流計が必要とされなくなれば、このﾋﾟﾝ 
ﾍｯﾀﾞに短絡ｼﾞｬﾝﾊﾟを置いてください。

3.5. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ切断

右の構成図はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとATtiny1607ﾏｲｸﾛ ｺ
ﾝﾄﾛｰﾗ間の全ての接続を示します。長円形
はATtiny1607 Curiosity Nanoの基板端へ
の接続を表します。図3-1.で示される信号
名は基板の裏側でｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ印刷されま
す。

図3-7.で示されるように鋭利な工具でGPIO
切断帯を切断することにより、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとATti 
ny1607間に接続された全ての入出力が完
全に切断されます。目的対象から目的対象
調整器と水準変換器の電力を完全に切断
するには図3-7.で示される電源切断帯を切
断してください。

情報: 基板上の水準変換器は例えそれらが不使用の時でも少量の電流を引き込みます。目的対象電力網から最大10µA、加
えて水準変換器に接続される各入出力ﾋﾟﾝから2µAで合計20µA引き込むかもしれません。どの漏れも防ぐには「3.5. 基
板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ切断」項で記述されるように基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞと水準変換器を切断し、水準変換器に接続されるどの入出力ﾋﾟ
ﾝもHi-Zに保ってください。

図3-6. ATtiny1607への基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続
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GPIO切断帯
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目的対象

電力切断帯

VCC_EDGE

情報: ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞへの接続の切断は書き込み、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ、ﾃﾞｰﾀ流し、目
的対象電源を禁止します。これらの信号は基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ部
分の傍らの基板端からも切断されます。

図3-7. ｷｯﾄ変更

GPIO切断帯(裏側) 電源切断帯(表側)

助言: 何れかの切断信号を再接続するにはﾊﾟﾀｰﾝ部を渡って0Ω抵
抗を半田付けするか、またはそれらを短絡してください。
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4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

4.1. ｺﾈｸﾀ

4.1.1. ATtiny1607 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ配列

全てのATtiny1607入出力ﾋﾟﾝは基板上の端ｺﾈｸﾀでｱｸｾｽ可能です。下の画像はｷｯﾄのﾋﾟﾝ配列を示します。

図4-1. ATtiny1607 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ配列
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4.1.2. ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞの使い方

ATtiny1607 Curiosity Nanoの端ｺﾈｸﾀ配線ﾊﾟﾀｰﾝは各穴が中心から8mil(約0.2mm)外れた千鳥足設計を持ちます。この穴ずれは半
田付けなしでｷｯﾄで通常の100milﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞの使用を許します。一旦ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞがしっかりと所定位置に配置されると、それらは通常の
応用で何の問題もなくﾋﾟﾝ ｿｹｯﾄと試作基板のように使うことができます。

助言: ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞの一端から開始し、基板の長手に沿ってﾍｯﾀﾞを徐々に挿入してください。一旦全てのピンが所定位置に置か
れたなら、それらを幅広く押すのに平面を使ってください。

助言: ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞが定常的に使われる応用については未だそれらを所定位置に半田付けすることが推奨されます。

重要: 一旦ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞが所定位置に置かれると、それらは手で取り外すのが難しくなります。ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞとPCBへの損傷を避けるた
め、ﾍﾟﾝﾁを使ってﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを注意深く取り外してください。

4.2. 周辺機能

4.2.1. LED

GPIOかPWMのどちらかによって制御することができるATt 
iny1607 Curiosity Nano上で利用可能な1つの黄色の使
用者LEDがあります。LEDは接続された入出力線をGND
に駆動することによって活性に(点灯)することができます。

表4-1. LED接続

ATtiny1607ﾋﾟﾝ 機能 共用機能

PF5 黄色LED0 端ｺﾈｸﾀ,基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

4.2.2. 機械的な切替器

ATtiny1607 Curiosity Nanoは1つの機械的な切替器を持
ちます。これは一般的な使用者切替器です。切替器が押
されると、それの入出力線を接地(GND)に駆動します。

表4-2. 機械的な切替器

ATtiny1607ﾋﾟﾝ 説明 共用機能

PF6 使用者切替器(SW0) 端ｺﾈｸﾀ,基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

情報: 切替器に接続される外部的な抵抗器はありません。切替器を使うにはPC4ﾋﾟﾝで内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが許可されることを確実に
してください。
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4.2.3. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装

ATtiny1607 Curiosity NanoはUPDIを使うATtiny1607の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使うことができる基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが特徴です。基板上ﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞはUART上仮想OCMﾎﾟｰﾄ(CDC)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとDGI GPIOも含みます。書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのための基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用前処理部と
してAtmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEを使うことができます。CDCとDGI GPIO用前処理部としてﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)
を使うことができます。

4.2.3.1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

下表は目的対象とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ部間の接続を示します。目的対象とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ間の全ての接続はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが積極的にｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使わない
限りHi-Zです。従って、小さな信号の混入があるだけで、ﾋﾟﾝは使用者が望むどれにも構成設定することができます。

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの能力をどう使うかの更なる情報については「3. Curiosity Nano」をご覧ください。

表4-4. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

ATtiny1607ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

PB3 CDC TX UART RX (ATtiny1607 RX線) 端ｺﾈｸﾀ

PB2 CDC RX UART TX (ATtiny1607 TX線) 端ｺﾈｸﾀ

UPDI DBG0 UPDI 端ｺﾈｸﾀ

PB7 DBG1 GPIO 端ｺﾈｸﾀ、LED

PC4 DBG2 GPIO 端ｺﾈｸﾀ、切替器

UPDI DBG3 RESET(J202、既定で未接続) 端ｺﾈｸﾀ

5. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴と既知の問題
この使用者の手引きはｷｯﾄの入手可能な最終版を提供します。本章は既知の問題、旧版の改訂履歴、旧版が最終版とどう違うのか
についての情報を含みます。

5.1. 製品IDと改訂の識別

ATtiny1607 Curiosity Nanoの改訂と製品識別子はAtmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEを通して、またはPCBの裏側の張り紙を
見ることによってのどちらかの2つの方法で見つけることができます。

Atmel Studio/Microchip MPLAB® X IDEが走行しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀにATtiny1607 Ｃuriosity Nanoを接続することにより、情報ｳｨﾝﾄﾞｳが
飛び出します。ｷｯﾄ詳細下で一覧にされる通番の最初の6桁は製品識別子と改訂を含みます。

同じ情報はPCBの裏側の張り紙で見つけることができます。殆どのｷｯﾄはA09-nnnnrrとして平文で識別子と改訂を持つ張り紙を持
ち、ここでの”nnnn”は識別子で、”rr”は改訂です。制限された空間の基板は製品識別子、改訂、通番文字列を含むQR符号だけの
張り紙を持ちます。

通番文字列は以下の形式を持ちます。

 “nnnnrrssssssssss”
 n = 製品識別子
 r = 改訂
 s = 通番

ATtiny1607 Curiosity Nano用の製品識別子はA09-3252です。

5.2. 低電圧でのﾁｯﾌﾟ消去

このｷｯﾄは1.8～5.1Vの可変電圧を支援します。ATtiny1607のﾁｯﾌﾟ消去が開始されると、BODが許可され、FUSE.BODCFGﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞ
ｲﾄで設定されるBODLEVELを使います。BODLEVELがｷｯﾄで選んだ目的対象電圧よりも高く設定される場合、ﾁｯﾌﾟ消去は失敗しま
す。

情報: ATtiny1607のBODLEVEL0は2.0Vの最大起動電圧を持ち、それはｷｯﾄ電圧が1.8Vに設定された場合にﾁｯﾌﾟ消去が失
敗するであろうことを意味します。

5.3. 改訂2

改訂2は目的対象電力切断帯と半田付けなしでの便利なﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ使用のためにPCBの端に沿った千鳥足の穴を加えました。

5.4. 改訂1

改訂1は限定的に配給された初回公開版です。

改訂1の端に沿った穴は「ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞの使い方」で記述されたような千鳥足にされておらず、使うにはどのﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞも基板に半田付けさ
れなければなりません。

改訂1は「3.4. 目的対象電流測定」で記述される目的対象電力切断帯を持ちません。代わりに、「3.5. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ切断」で記述さ
れるように、電流は目的対象電力切断帯を挟んで測定することができます。

https://www.microchip.com/mplab/avr-support/data-visualizer
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図5-1. ATtiny1607 Curiosity Nano改訂1

6. 資料改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2019年6月 初版資料公開

B 2019年11月 ｷｯﾄ画像更新
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7. 追補

7.1. 回路図

図7-1. ATtiny1607 Curiosity Nano回路図(1/2)
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7.2. 組立図

図7-2. ATtiny1607 Curiosity Nano組立図 (表)

図7-3. ATtiny1607 Curiosity Nano組立図 (裏)
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7.3. Click boards™用Curiosity Nano基部

図7-4. ATtiny1607 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ配列割り当て
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7.4. 外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがあるとは言え、ATtiny1607の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにATtiny1607 Curiosity Nanoに外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを直接的に接
続することができます。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは積極的に使われない時にATtiny1607と基板端に接続された全てのﾋﾟﾝをHi-Zに保ちます。
従って、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはどの外部ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙにも干渉しません。

図7-5. ATtiny1607 Curiosity NanoへのPICkit™4回路内ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ/書き込み器接続
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図7-6. ATtiny1607 Curiosity NanoへのAtmel-ICE接続

AVR®SAM

Atmel-ICE

2
1 9

10

1 = (未使用)
2 = GND
3 = UPDI
4 = VTG
5 = (未使用)
6 = (未使用)
7 = (未使用)
8 = (未使用)

VDD

GND

DATA

USB

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

PS LED 
NC

ID

CDC RX

CDC TX

DBG1

DBG2

VBUS

VOFF

DBG3

DBG0

GND

VTGCURIOSITY NANO

外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞと基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ間の競合を避けるため、外部ﾂｰﾙが活性な間にAtmel Studio/Microchip® Xを通す基板上ﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞでのどの書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの操作開始や大容量記憶の書き込みを行わないでください。

警告

7.5. IARでとの開始に際して

AVR®用IAR Embedded Workbench®はGCCに基づかない専売の高効率ｺﾝﾊﾟｲﾗです。ATtiny1607 Curiosity Nanoの書き込みとﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞはAtmel-ICEｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってAVR用IAR™ Embedded Workbenchで支援されます。書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの作業を始めるには
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでいくつかの初期設定が構成設定されなければなりません。

以下の手順は書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの準備を整える方法を説明します。

 1. 構成設定を望むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くことを確実にしてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してOPTIONSﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

 2. Ｇeneral Options区分で、Targetﾀﾌﾞを選んでください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用のﾃﾞﾊﾞｲｽ、または一覧になければ、図7-7.で示されるようにﾃﾞ
ﾊﾞｲｽのｺｱを選んでください。

 3. Debugger区部で、Setupﾀﾌﾞを選んでください。図7-8.で示されるようにﾄﾞﾗｲﾊﾞとしてAtmel-ICEを選んでください。

 4. Debugger⇒Atmel-ICE区部で、Atmel-ICE 1ﾀﾌﾞを選んでください。図7-9.で示されるようにｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてUPDIを選び、任意
選択でUPDI周波数を選んでください。

情報: (段階4.で言及した)ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾎﾟｰﾄの選択が灰色で操作不可の場合、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが予め選ばれており、この構成設定段
階を飛ばすことができます。
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図7-7. 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択 図7-8. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ選択

図7-9. ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ構成設定
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
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品質管理ｼｽﾃﾑ

Microchipの品質管理ｼｽﾃﾑに関する情報についてはhttp://www.microchip.com/qualityを訪ねてください。

日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのATtiny1607 Curiosity Nano使用者の手引き(DS50002897B-2019年11月)の翻訳日本語版です。日
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必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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中国 - 武漢
Tel: 86-27-5980-5300

中国 - 西安
Tel: 86-29-8833-7252

中国 - 廈門
Tel: 86-592-2388138

中国 - 珠海
Tel: 86-756-3210040

ｲﾝﾄﾞ - ﾊﾝｶﾞﾛｰﾙ
Tel: 91-80-3090-4444

ｲﾝﾄﾞ - ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ
Tel: 91-11-4160-8631

ｲﾝﾄﾞ - ﾌﾟﾈｰ
Tel: 91-20-4121-0141

日本 - 大阪
Tel: 81-6-6152-7160

日本 - 東京
Tel: 81-3-6880-3770

韓国 - 大邱
Tel: 82-53-744-4301

韓国 - ｿｳﾙ
Tel: 82-2-554-7200

ﾏﾚｰｼｱ - ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ
Tel: 60-3-7651-7906

ﾏﾚｰｼｱ - ﾍﾟﾅﾝ
Tel: 60-4-227-8870

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ - ﾏﾆﾗ
Tel: 63-2-634-9065

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
Tel: 65-6334-8870

台湾 - 新竹
Tel: 886-3-577-8366

台湾 - 高雄
Tel: 886-7-213-7830

台湾 - 台北
Tel: 886-2-2508-8600

ﾀｲ - ﾊﾞﾝｺｸ
Tel: 66-2-694-1351

ﾍﾞﾄﾅﾑ - ﾎｰﾁﾐﾝ
Tel: 84-28-5448-2100

ｵｰｽﾄﾘｱ - ｳﾞｪﾙｽ
Tel: 43-7242-2244-39
Fax: 43-7242-2244-393

ﾃﾞﾝﾏｰｸ - ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ
Tel: 45-4450-2828
Fax: 45-4485-2829

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ - ｴｽﾎﾟｰ
Tel: 358-9-4520-820

ﾌﾗﾝｽ - ﾊﾟﾘ
Tel: 33-1-69-53-63-20
Fax: 33-1-69-30-90-79

ﾄﾞｲﾂ - ｶﾞﾙﾋﾝｸﾞ
Tel: 49-8931-9700

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｰﾝ
Tel: 49-2129-3766400

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｲﾙﾌﾞﾛﾝ
Tel: 49-7131-72400

ﾄﾞｲﾂ - ｶｰﾙｽﾙｰｴ
Tel: 49-721-625370

ﾄﾞｲﾂ - ﾐｭﾝﾍﾝ
Tel: 49-89-627-144-0
Fax: 49-89-627-144-44

ﾄﾞｲﾂ - ﾛｰｾﾞﾝﾊｲﾑ
Tel: 49-8031-354-560

ｲｽﾗｴﾙ - ﾗｰﾅﾅ
Tel: 972-9-744-7705

ｲﾀﾘｱ - ﾐﾗﾉ
Tel: 39-0331-742611
Fax: 39-0331-466781

ｲﾀﾘｱ - ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ
Tel: 39-049-7625286

ｵﾗﾝﾀﾞ - ﾃﾞﾙｰﾈﾝ
Tel: 31-416-690399
Fax: 31-416-690340

ﾉﾙｳｪｰ - ﾄﾛﾝﾊｲﾑ
Tel: 47-72884388

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ - ﾜﾙｼｬﾜ
Tel: 48-22-3325737

ﾙｰﾏﾆｱ - ﾌﾞｶﾚｽﾄ
Tel: 40-21-407-87-50

ｽﾍﾟｲﾝ - ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
Tel: 34-91-708-08-90
Fax: 34-91-708-08-91

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｲｪｰﾃﾎﾞﾘ
Tel: 46-31-704-60-40

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ
Tel: 46-8-5090-4654

ｲｷﾞﾘｽ - ｳｫｰｷﾝｶﾞﾑ
Tel: 44-118-921-5800
Fax: 44-118-921-5820

http://www.microchip.com/support
http://www.microchip.com/
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